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「ロータリーの理解を深め、
楽しいクラブ活動にしよう。」

第３２代クラブ会長 石井 源一郎

東京武蔵村山ロータリークラブテーマ

本 日 の 例 会

全 員 協 議 会

第１５４７回

例 会
２００３．１１．５

２００３―０４年度 国際ロータリーテーマ 「 手 を 貸 そ う 」 ＲＩ会長 ジョナサン・マジィアベ

次回例会案内

【11月8日（土）、9日(日)】

産 業 ま つ り

2 0 0 3 - 0 4 年 度 ガ バ ナ ー 戸 田 一
国 際 ロ ー タ リ ー 第 ２ ５ ８ ０ 地 区

Ｌｅｎｄ ａ Ｈａｎｄ

「 脚 下 照 顧 ・ 少 欲 知 足 」

１１月 は ロ ー タ リ ー 財 団 月 間 で す 。

○ ロータリーレート変更 11月1日より 1ドル 110円（現行116円）

○ ロータリーの友 事務所より

全国ローターアクトクラブ名簿、03～04年度 ロータリー財団

国際親善奨学生名簿を頂きました。

◇創 立 1972年7月8日 ◇承 認 1972年7月20日
◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロ ー タ リー ク ラ ブ
◎会 長 石 井 源 一 郎 ◎幹 事 比 留 間 重 次
○副会長 清 水 高 彦 ○副幹事 薄 井 政 光
□会報雑誌委員長 田 中 伸 彦 副委員長 石 井 賢 司

委 員 栗 原 高 明 、 芦 川 征 史 、 峯 岸 一 郎

◇例 会 場 西 武 信 用 金 庫 ・ 村 山 支 店 ２ 階
〒2 0 8 - 0 0 0 4 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １ －
１
◇例 会 日 毎 週 水 曜 日 １ ２ ： ３ ０ ～ １ ３ ： ３ ０
◇ク ラ ブ 事 務 局
〒2 0 8 - 0 0 0 4 武 蔵 村 山 市 本 町 ２ － ９ １ －
１

（石井 源一郎 会長）会務報告

○ 2005～06年度 地区ガバナーノミニー決定

他候補 推薦がありませんでしたので指名委員会の指名通り

（東京東ＲＣ 古宮 誠一 君）

○ 2004～06年度 世界平和奨学金 申請締切 延長

詳細はＲＩホームページへ

第 1 5 4 6 回 例 会 報 告
司 会 藤野 豊 ＳＡＡ委員

点 鐘

来客紹介

（石井 源一郎 会長）

斉 唱 奉 仕 の 理 想

出席報告 （清水 高彦 副会長）

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

34名 27名 79.41％ 82.35→85.29％

幹事報告 （比留間 重次 幹事）

委員会報告

（石井 源一郎 会長）

○ ビジター

村越 政光 様（東京東村山ＲＣ）

○ メーキャップ（第1544回）比留間一康会員→昭島中央ＲＣ

○ ロータリー財団委員会 （渡辺 洋司 財団委員長）

セバスチャン・サルガド写真展への募金箱をお回ししますので、

一人 千円以上の寄付をお願いします。

この寄付の一部が第2580地区のポリオ撲滅のための寄付金とな

ります。

○ 産業まつりについて （田代 純則 会員）

11月8日、9日に衆議院選挙と重なり、一部縮小されますが、例

年通り産業まつりを行います。皆様大勢のご参加宜しくお願い

いたします。又、クラブからは多大なる協賛金を頂き、有難う

ございました。



○田中伸彦会員⇒峯岸さん、ニューリーダーの旅行では行き帰りの運
転ありがとうございました。藤野さんいつも写真をありがとうござ
います。

○峯岸一郎会員⇒藤野さんいつも写真ありがとうごさいます。

今回計 ４，０００円 ◆累 計 ５７６，０００円

ニコニコＢＯＸ (小林 均 親睦委員） 本

日

の

食

事

卓 話 『米山月間に因んで』

米山奨学委員会 荻野 武久 委員長

米山月間ということで、今日は私が卓話をさせていた

だきます。卓話はあまり経験がないのでどこまで話せる

か分かりませんが、先日行われた地区での勉強会を中心

に話をします。

米山奨学事業の目的は、ロータリーの理想とする国際

理解と相互理解に努め、国際親善と交流を深めるために

優等な留学生を支援し、世界平和の創造と維持に貢献す

ることを目的としています。

又、奨学期間中はロータリーの例会や奉仕活動に参加

することによって日本の文化、習慣などを学び、将来、

世界平和の創造と維持に貢献する人物となることが期待

されます。

主な事業としては、

○ 奨学金の支給

○ 世話クラブとカウンセラー制度

○ 国内外での学友会活動

○ ロータリアンと奨学生との交流

奨学金による経済支援だけでなく、世話クラブとカウ

ンセラー制度による心の通った支援が特徴です。ロータ

リーの豊かな人的資源を活かした世話クラブとカウンセ

ラーは、奨学生や大学からも大きな期待がかかっていま

す。その為、今後共、充実と強化が課題です。

今、奨学金は毎年20億円程度になっております。国内

最大の奨学金制度になっております。又、財団設立から

今日までの奨学生は、11,542人となっています。そして、

96ヶ国の学生に対して支援をして来ました。

最近になり米山の表彰制度が変更となりました。従来

は表彰対象金額は30万円でした。これからは10万円で

表彰することになり、米山功労者表彰が受けられます。

又、月々の積立額も1万円からでかまわないので、皆様

のご協力を宜しくお願い致します。

奨学生はアジア地域の学生が多く、昔は台湾からが多

かったが最近では2,000人の学生の内485人が中国人と

いう様に変わってきました。又、後進国の学生は奨学金

終了後も、日本や米国など豊かな先進国に就職すること

が多く見受けられます。このことは、自分の国が貧しく、

国に帰っても給料が安いというのが理由の様です。

我がクラブで現在、在席者のうち12名が米山功労者で

す。準功労でも良いので、是非、皆様に関心を持って頂

き、一人でも多くの方が米山功労者になられます様お願

いして私の話を終わります。どうも有難うございました。［担当：石井（賢）］

<右上につづく>

卓話終了後、

地区大会発表ビデオ

の中間報告を行いました。


